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平成 23 年３月期 第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異 

ならびに通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
平成 22 年５月 14 日に公表しました平成 23 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値

に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
また、平成 23 年３月期通期の連結業績予想を修正いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 
記 

 
１．連結業績予想の修正 

(1) 第２四半期連結累計期間（平成 22 年４月１日～９月 30 日）の業績予想値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 22 年５月 14 日公表） 

百万円

13,300 
百万円

700 
百万円

650 
百万円 
450 

円 銭
22.49 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 14,210 917 617 484 24.24 
増   減   額（Ｂ－Ａ） ＋910 ＋217 △33 ＋34 ― 
増       減       率（％） ＋6.8 ＋31.1 △5.0 ＋7.8 ― 
（ご参考）前年同四半期累計実績 
（平成 21 年４月１日～９月 30 日） 12,344 458 221 92 4.61 

 
(2) 通期（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日）の連結業績予想 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 22 年５月 14 日公表） 

百万円

27,500 
百万円

1,500 
百万円

1,450 
百万円 

1,000 
円 銭

49.99 
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 27,500 1,700 1,300 1,000 49.99 
増   減   額（Ｂ－Ａ） 0 ＋200 △150 0 ― 
増       減       率（％） 0.0 ＋13.3 △10.3 0.0 ― 
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 2 年 ３ 月 期 ） 26,025 1,227 1,051 820 41.01 

 

tagaya
新規スタンプ



２．平成 23 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値の差異ならびに通期業績予想修正

の理由 
 (1) 当第２四半期連結累計期間 
  ①売上高 

円高進行に伴う外貨売上高換算額の減少があったものの、国内の購入支援策や海外市場での需

要増加を背景に、車載通信機器・回路検査用コネクタ製品の受注が当初の予想を上回って推移し

たため、売上高は前回予想値を上回りました。 
②営業利益 

上記の売上高増加、製品・事業構成の改善などにより、営業利益は前回予想値を大幅に上回り

ました。 
  ③経常利益 

営業利益が当初予想値を上回った一方、本日公表の「営業外費用（為替差損）の発生に関する

お知らせ」に記載のとおり、円高に伴い為替差損を計上したことなどにより、経常利益は前回予

想値を若干下回りました。 
  ④四半期純利益 

当期間における業績を踏まえて繰延税金資産の回収可能性を見直したことにより法人税等調

整額が減少し、四半期純損益は前回予想値を若干上回りました。 
 (2) 通期 

売上高につきましては、エコカー補助金終了に伴う車載通信機器製品の受注減少、円高継続によ

る外貨売上高換算額の減少などの影響を勘案し、前回予想値と同額といたします。 
営業利益につきましては、下期において売上高の減少が見込まれるものの、当第２四半期連結累

計期間における増益および営業利益率向上を踏まえ、増額修正いたします。また、経常利益および

当期純利益につきましては、それぞれ円高継続による為替差損見込み、当第２四半期連結累計期間

における実効税率を踏まえ、前記１．(2)のとおり修正いたします。 
なお、業績予想の前提となる為替レートにつきましては、１米ドル＝80 円（前回予想時：１米ド

ル＝90 円）に修正しております。 
 
 
（注）本資料に記載の予想数値は、公表日現在入手可能な情報に基づき作成しております。実際の  

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 

 
以 上 

 

 


